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近年は地球温暖化の影響を一員として，日本全国の夏場の気温が高温となり，日本近海の海水温度も高く
なりつつあると言われている．また，それらが台風の大型化やゲリラ豪雨，線状降水帯の発生に影響を与え
ている可能性も指摘されている．このような状況において，温室効果ガスの排出削減に向けてカーボンニュ
ートラルの考え方が普及しつつあり，建設業界においてもコンクリートの製造におけるカーボンニュートラル
に向けた取組みが行われている．このような社会の新しい課題を解決するためには，土木/建築を問わず，
コンクリート構造物が設計耐用期間にわたり，安全性，使用性，復旧性を保持する性能である耐久性を有
することが求められ，そのためには維持管理の果たす役割は極めて重要であり，その根拠となる技術への
期待はますます高まるばかりである．さらに近年，AIやDXをはじめとするデジタル技術は急速に発達し，研
究や技術開発，さらには社会の様々な場面において欠かすことのできないものとなりつつある．コンクリート
構造物の維持管理においても，AIを活用した点検や診断，デジタル技術による情報の収集，分析，共有な
どが進んでいる．自災害が激甚化する中で，被災状況や交通，ライフラインなどに関する大量の情報は様
々な場所から発生するため，平時とは異なる状況の中で情報を正確かつ迅速に必要な場所に届けることが
重要となる．今後は，デジタル技術を活用するだけでなく，平時から非常時への 切り替えを含めた対応につ
いても考えていく必要がある．

このような時代において，人と人が直接出会い，議論することの価値は，むしろ高まっているのではないだろ
うか．何気ない会話や異なる分野の研究者，技術者との意見交換から新たな着想が生まれ，また平時から
築かれた人と人のつながりが非常時の迅速な対応を支えることもある，AIやDXが発展する今だからこそ，
直接顔を合わせて交流する機会を大切にしたい．
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